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6月 19日（金）の昼食は、「美味しいものをお腹いっぱい食べ

たい！」という、ご利用者からのリクエストにお応えし、地元で人

気の「ミートショップひだまり宇治店」様からお弁当をテイクアウ

トしました。

お肉屋さんならではのボリューム満点なおかずに、「美味しかっ

た」「本当にお腹いっぱい！」と大満足の声をいただくことができ

ました。記念撮影ではピースサインも飛び出し、賑やかで楽しいラ

ンチタイムとなりました。

7月誕生日の入居者様

太田 揚子様

7月行事予定

・おやつ行事（プチケーキ作り）

・外出行事（喫茶）

・施設行事（保存食活用）

6 月 4 日（木）、紫陽花寺として名高い「三室戸寺」

へお出かけしました。境内に一歩足を踏み入れると、斜

面いっぱいに色とりどりの紫陽花が咲き誇り、まさに見

頃を迎えた花々が鮮やかな景色をつくり出していまし

た。

満開の紫陽花を前に、お二人とも足を止めてゆっくり

と鑑賞され、その表情には自然と笑みがこぼれていまし

た。初夏ならではの爽やかな風が心地よく吹き抜け、穏

やかな時間が流れていきます。

美しい花々に囲まれ、季節の移ろいを感じ、心癒され

るひとときとなりました。今回のお出かけが、思い出深

い一日となっていれば嬉しいです。

6月8日（月）、株式会社セレマ様より2名の

コミュニティアテンダントをお招きし、フラワー

アレンジメントのイベントを開催しました。

色とりどりの花を前に、皆様「どこに挿せば綺

麗かなあ」と、楽しみながらも真剣な表情で取り

組まれていました。

用意された花を思い思いに生けられ完成した作

品はどれも個性豊か。

出来上がったアレンジメントを前に皆様とても

満足されたご様子で、記念撮影の際には誇らしげ

に満面の笑みを浮かべられていたのが印象的でし

た。



※本紙に掲載しております写真等につきましては、個人情報保護法に基づき、ご利用者等に掲載についての承諾を得ております。

また、一部、ご利用者の写真を加工、編集する場合がありますが、それはご利用者等の希望によるものです。

社会福祉法人 京都悠仁福祉会
グループホーム鳳凰槇島、複合型施設鳳凰槇島

＜ 鳳凰槇島理念 ＞

地域包括ケアのまちづくりに向けて、包括的・継続的な切れ目のないサービスを提供し、生活機能の維持回復

や、家族の負担軽減に努めます。グループのスケールメリットを活かし、医療ニーズの高い利用者や、看取りの支援

においても、思いやりの心を持って支援します。

武田病院グループホームページアドレス ：https://www.takedahp.or.jp/（本紙もご覧頂けます）

7月行事予定

・風鈴作り

・個別外食レク（和食）

父の日の行事として、職員手作りのメッセージカードをプレゼントし

ました。ご利用者様は嬉しそうに手作りカードを眺められ、「ありがと

う」と温かいお言葉をかけてくださいました。たくさんの笑顔と感謝が

あふれる、心に残る父の日となりました。

6 月 15 日（月）、ご利用者様と一緒に「さすてな京都」にあじさい見学に出かけました。

目の前に広がる色とりどりのあじさいに咲き誇るあじさいを眺めながら、季節の移り変わりを肌で感じて

いただくことができました。みずみずしい花々を眺めながら「綺麗やね」「こんなたくさのあじさいを見る

の初めてやわ」と嬉しそうにお話してくださいました。散策中もご利用者同士や職員との会話が弾み、終始

笑顔の絶えない和やかな時間となりました。このように季節を感じながら外出することは、心身のリフレッ

シュにもつながる大切な機会となります。「また来年も見に行きたいね」と気が早いものの来年を楽しみに

される声も聞かれ、大変充実したあじさい見学となりました。

7月誕生日のご利用者

・池田 浩美様

・藤井 秀子様

6月 27日（土）、個別企画として「とんかつを食べに行

きたい」というご利用者のご希望でお出かけしました。

お店に到着すると、揚げたてのとんかつの香りに自然と笑

顔がこぼれます。出来立ての料理が運ばれてくると「やっぱ

りお店で食べると違いますわ」「とても美味しそう」と嬉し

そうなご様子。一口召し上がるごとに「サクサクとして美味

しいです」と、満足そうに食事を楽しまれていました。

外食中は好きな食べ物の話などで会話が弾み、終始和やか

な雰囲気の中で過ごすことが出来ました。

ご利用者の「好きなものを食べたい」という想いを大切に

し、普段とは違う環境で食事を楽しんでいただくことで、心

も体も満たされるひとときとなりました。「また来たいです

ね」と次回を楽しみにされる声が聞かれました。


